
























































































































































































1934（昭和 9 ） 12月：二宮尊徳の研究を開始 41
1935（昭和10） 〜10月：大日本報徳社・佐々井信太郎らと交流
10月20日：新潟県黒崎村の二宮尊徳八十年祭に出講































1944（昭和19） 8 月16日：文学博士（慶應義塾大学） 51
1945（昭和20） 8 月25日：復員軍人補導の指導精神として報徳を陸軍次官若松只一中将に説く 52
1946（昭和21） 3 月30日：財団法人巣鴨学園理事就任





9 月 1 日：東京にて報徳同志会を創立、常務理事となる
54
1948（昭和23） 4 月 1 日：報徳同志会機関紙『民主報徳』創刊、主幹となる























































































































































実行委 1937年 1 月12日 会則協議
1 1937年 2 月19日 佐々井信太郎「向後の研究方針協議報徳思想普及状況に就て」（本会設立の経緯、設立趣旨説明、気炎撮影、次回以降の開催日時、場所、方法の協議）
2 1937年 3 月13日 佐々井信太郎「報徳ノ研究資料ニ付テ」
3 1937年 4 月10日 小出孝三「日本経済学と二宮尊徳翁」（佐々井信太郎「盛衰貧富の根源に関する二宮翁の考察」）
4 1937年 5 月 8 日 高須虎六「無利息金融通に就て」
5 1937年 6 月12日 加藤仁平「日本教育史研究と報徳」、参加者29名
6 1937年 7 月10日 佐々井信太郎「二宮翁の人生観中皇国の大道に関する一班」、参加者26名
7 1937年 9 月18日 石川謙「近世社会教育史上に於ける報徳教化」
8 1937年10月 9 日 国民工業学院理事長・井上角五郎「二宮尊徳先生と工業」
9 1937年11月13日 矢部善兵衛「報徳式商店経営の体験に基づく我国経済生活の批判」
10 1937年12月11日 土方成美「矢部氏の所説を読みて」（山本勝一氏と佐々井氏の問答）






12 1938年 2 月12日 研究会員一同「報徳懇談会」（東京帝国大学教授田邊忠男、矢部善兵衛氏の所説に対して批評）
13 1938年 3 月12日 東京帝国大学教授経済学博士本位田祥男「協同経済学の理論」
14 1938年 4 月 9 日 鈴木重雄「日本精神（即報徳精神）の哲学的構造」、一木会長他30名
15 1938年 5 月14日 広島文理科大学教授西晋一郎「二宮尊徳翁の思想に就て」（西博士・本位田博士・佐藤清勝氏の問答。井上角五郎氏「二宮先生の思想と生活安定」、一木会長他54名）
16 1938年 6 月11日 佐々井信太郎「空仁二名論稿に就て」、出席者中川常務他30名
17 1938年 7 月 9 日 矢部善兵衛「空仁二名論稿所感」
18 1938年 9 月17日 国民精神文化研究所員小出孝三「空仁二名論稿より観たる分度思想に就て」
19 1938年10月 8 日 明治大学教授鈴木龍司「尊徳先生実践の原理としての空仁」
20 1938年11月13日 難波田春夫「日本経済学建設に就ての私見」
21 1938年12月10日 佐々井信太郎「時局と報徳」
22 1939年 1 月21日 法政大学教授小野武夫「二宮尊徳翁より見たる佐藤信淵の思想」
23 1939年 2 月18日 慶応義塾大学教授加田哲二「明治に於ける日本的経済思想」、傍聴者十数名
24 1939年 3 月11日 東京商科大学教授上田辰之助「全体主義と報徳経済」（小出、矢部、内池、佐々井との間に問答あり。傍聴者13名）
25 1939年 4 月 5 日 国民精神文化研究所員山本勝市「計画経済の根本問題」（傍聴者十数名）
26 1939年 5 月12日 農村更生協会理事杉野忠夫「農業生産力拡充と報徳」（傍聴者十名）
27 1939年 6 月10日 佐々井信太郎「常会の本義と其の運営」（傍聴者十数名）
28 1939年 7 月 8 日 松井茂「時局下に於ける報徳精神周知方法」（傍聴者十数名）
29 1939年 9 月 9 日 高松宮嘱託天谷虎太郎「農村に於ける報徳精神」（傍聴者十名）
30 1939年10月14日 中央教化団体連合会主事宮西一積「二宮先生の道徳思想」（傍聴者十数名）
31 1939年11月18日 陸軍中将佐藤清勝「理の哲学と道の哲学」（傍聴者数名）
32 1939年12月 9 日 佐々井信太郎「報徳思想の根源としての皇国精神」（山本氏、林氏の質疑。加藤氏、山本氏ほかから次回も佐々井との希望あり。傍聴者十数名）
33 1940年 1 月13日 佐々井信太郎「報徳生活様式による皇道実現の組織」（山口市、加藤氏から質問あり。中川、松井両氏から国民精神総動員委員会における報徳思想普及に関する報告あり。傍聴者11名）
34 1940年 2 月10日 東京商科大学教授上田辰之助「報徳主義より観たる東亜新秩序」（傍聴者十数名）
35 1940年 3 月 9 日 法政大学教授小野武夫「満州農業開拓の現状」（傍聴者数名）
36 1940年 4 月13日 東京商科大学助教授板垣與一「独逸政治経済学の問題特に「ゴツトル」に就て」（一木、佐々井、難波田、小出、宮瀬、上田、岩井諸氏との間で質疑応答あり。傍聴者数名）
37 1940年 5 月11日 岩井主蔵「全体主義経済学を概説して報徳経済学に及ぶ」（小出、板垣、佐々井諸氏との間に質疑応答あり。傍聴者十数名）
38 1940年 6 月 8 日 小出孝三「経済倫理に就て」（松井、内池、小野、岩井、米山諸氏と質疑応答あり。傍聴者数名）
39 1940年 7 月13日 佐々井信太郎「満州国開発の実状と報徳仕法」（上田、内池諸氏と質疑応答）
40 1940年 9 月14日 佐々井信太郎「新体制の意義とその実例としての報徳生活」に関する懇談会（傍聴者若干名）
41 1940年10月12日 研究会員一同「新体制と報徳生活に関する懇談会発表会」（佐藤清勝、皆川治廣、加藤仁平、佐々井、京野、森田熊吉の発言あり。傍聴者 9 名）
42 1940年11月 9 日 研究会員一同「新体制と報徳生活に関する懇談会発表会」（露木清司、大分県総務部長相野田彌平の話あり。傍聴者 7 名）
43 1940年12月14日 研究会員一同「新体制と報徳生活に関する懇談会発表会」（京野、伊東の話あり）
44 1941年 1 月11日 内池廉吉「経済新体制に就て」
45 1941年 2 月 8 日 上田辰之助「報徳主義に於ける動的論理－新体制との関連に於ける若干の感想」（傍聴者11名）
46 1941年 3 月 8 日 岩井主蔵「二宮翁夜話に現はれたる経済倫理に就て」（佐藤、小出氏との質疑応答あり）
47 1941年 4 月12日 京野正樹「農村組織と報徳」（千石、中川、佐々井、岩井諸氏の意見発表あり。傍聴者 3 名）
48 1941年 5 月10日 田中次男「経済に於ける自然と人間」（上田、佐々井、笠森、皆川らと質疑応答、傍聴者 2 名）




























50 1941年 7 月12日 大日本報徳社副社長佐々井信太郎「報徳生活に於ける経済倫理に就て」（内池、上田、宮西、小出、中込諸氏と質疑応答、傍聴者 7 名）
51 1941年 9 月10日 稲垣正信「幕末の経済事情と尊徳翁」（小野、小出、露木との質疑応答。中川氏より小田原に催された尊徳会発会式の状況報告、河井氏より時局対策甘藷栽培奨励の報告。傍聴者10名）
52 1941年10月11日 経済学博士上田辰之助「報徳的社会機構に就て」（加藤、石原両氏との質疑応答）
53 1941年11月 8 日 佐々井信太郎「町村融合経営に就て」（傍聴者数名）
54 1941年12月13日 法学士岩田松太郎「国民組織再編成と部落会町内会」（傍聴者10名）
55 1942年 1 月17日 日本文化協会嘱託岩井主蔵「しろしめすつかへまつらふつくしび」（参加者名無し）
56 1942年 2 月14日 鈴木重雄「我国本然の世界観に就て」（上田、小出、佐々井、岩井氏との質疑応答あり。傍聴者 3 名）
57 1942年 3 月14日 京野正樹「農村問題の新視点」（小出、佐々井、皆川、笠森、森田、中川氏と質疑応答あり。傍聴 3 名）
58 1942年 4 月11日 島根県女子師範学校教諭文学士田中茂一「教学及其の指導体系の再建設と報徳」（小出、佐々井、矢部、加藤諸氏との間に質疑応答）
59 1942年 5 月 9 日 陸軍中将佐藤清勝「日本哲学の構造」（加藤、皆川、佐々井、矢部との間に質疑応答）
60 1942年 6 月13日 皆川治廣「皇国の道」（傍聴者数名）
61 1942年 7 月11日 東京文理科大学助教授加藤仁平「朝鮮の農村、大阪の貧民窟、東京の学園等に於ける最近の報徳教育に就て」




66 1943年 1 月 9 日 加藤仁平「現下朝鮮の食糧問題と新興報徳」（佐々井、小出、内池、持地の質疑応答。参加者名無し）
67 1943年 2 月13日 島根県女子師範学校校長渡邉平三郎「現代行政機構の皇道実現様式一般問題」（佐藤清勝、加藤仁平、矢部、田中茂一らの質疑応答。傍聴者38名）
68 1943年 3 月13日 神戸市立第一神港商業学校教諭松本有賀雄「渡辺崋山の商人訓と新商人道」（佐々井、矢部、小出と質疑応答。参加者名無し）



























































順位 氏名 出席回数 発表回数 当時の職名等
1 佐々井信太郎 56 13 大日本報徳社副社長、中央教化団体連合会参与、実行委員
2 小出孝三 48 2 国民精神文化研究所員、大日本新興報徳会幹事、当初からの研究会員
3 加藤仁平 42 3 東京文理科大学助教授、大日本報徳社講師、当初からの研究会員
4 中川望 43 0 中央報徳会理事長、実行委員
5 矢部善兵衛 38 2 大日本新興報徳会幹事、大日本報徳社講師、当初からの研究会員
6 露木清司 37 0 大日本報徳社講師、当初からの研究会員
7 草山惇造 30 0 報徳二宮神社宮司、大日本報徳社講師、当初からの研究会員
8 牧野豊三郎 28 0 大日本新興報徳会幹事、当初からの研究会員
9 森田熊吉 26 0 埼玉県振興報徳会理事、当初からの研究会員
10 一木喜徳郎 24 0 大日本報徳社社長、実行委員
10 上田辰之助 20 4 東京商科大学教授
※出典は表 1 と同じ。順位は出席回数・発表回数の合計による。
※･報徳経済学研究会開催69回に準備実行委員会 2 回を含め71回につき、『斯民』に開催報告が無いのは第44回と第69回のみで















































































































































































































































































































































































































7･『教育学研究』第82巻第 2 号、2015年 6 月、145頁。




育学会編輯『教育学研究』第 4 巻第 1 号、1935年、115〜116
頁所収）。その後の連載は以下の通り。加藤「二宮尊徳に於け
る教育精神の進展　その一、三十六歳までの栢山・小田原時



































大学教育学会編輯『教育学研究』第 6 巻第 2 号、1937年、143
〜183頁所収）。「最近に於ける報徳教育の勃興（中）」（『教育
学研究』第 6 巻第 3 号、1937年、281〜314頁所収）。「最近に









育学術界』第77巻第 2 号、1938年 5 月号、 6 〜18頁（ 3 月23
日執筆））。
24･加藤仁平「現代日本の敎育について」（初等教育研究会『教育
研究』第486号、1938年 9 月（ 7 月22日執筆））。
25･前掲、拙著『昭和前期地域教育の再編と教員』、61〜66頁。
26･『報徳運動100年のあゆみ』323〜324頁。
27･加藤仁平「皇道東亜の開闢と新興報徳教育」（東京文理科大学
内道徳教育協会『道徳教育』第 7 巻第11号、1938年11月、87
〜110頁）。
28･前掲『皇道報徳教育』第一輯、87頁。
29･加藤仁平「皇国開闢の譲道と報徳精神」（『皇道報徳教育』第
一輯、報徳教育会、1940年 8 月、63頁）。
30･「皇道報徳教育宣言」（前掲『皇道報徳教育』第一輯、巻頭言）。
署名は無いが「著述年表」（加藤仁平『自伝─報徳教育の第一
歩』龍渓書舎、1980年、328頁）に含まれている。
31･発行部数も不明、散逸も極めて激しい。管見の限り宮城県白
石市図書館に第一輯・第三〜五輯、神奈川県小田原市立図書
館に第三輯、静岡県掛川市立図書館に第一輯の所蔵が確認さ
れているのみである。短命に終わった背景には1940年以降の
出版統制の影響があることは間違いない。
32･「報徳経済学研究記事　新体制と報徳生活に関する懇談会
（下）」（『斯民』第36号第 1 号、1941年、111頁）。
33･「新体制下における教育家の使命」（東京文理科大学教育学会
編輯『教育学研究』第 9 巻第10号、1941年、1048〜1067頁、
1940年12月10日執筆）。
34･政策に寄り添う「新興報徳運動」、その渦中にのめり込み、「コ
ミュニケーション行為の産物」として錬成論的な報徳教育を
説く姿は当時においても異色に映じたとみられ、1943（昭和
18）年に大学内で教授昇任が論じられた際に、「余りにも実践
的だ」として非難を受け、加藤は同僚から「報徳を少しつや
消しして下さいませんか」と忠告されたほどであった。これ
をフォローしたのが乙武岩造だったと加藤は回顧している
（『加藤仁平先生還暦祝賀会記念誌』1957年、86頁。前掲、加
藤仁平『報徳に生きる』、238〜239頁）。
35･前掲、加藤仁平『報徳に生きる』、246〜248頁。日本教育学会
─ 95 ─
報徳教育の錬成論的な形成と展開 95
会長・長田新から「報徳教を都市に、工場に展開したのが加
藤博士である」と推薦文が寄せられている点も検討課題の一
つである。
